
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●歴史の視点：高等商業学校とスペイン語・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page 1 

●今週の著書紹介：環境負債会計論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Page 2   

●教員紹介：福田敏浩・リスク研究センター通信・・・・・・・・・・・・・・・ Page 3 

  

 

 

高等商業学校とスペイン語 

社会システム学科准教授 坂野
ば ん の

鉄也
て つ や

 

 

滋賀大学経済学部の前身、彦根高等商業学

校のような旧制専門学校では旧制高校や帝

国大学とは違った教育がおこなわれていま

した。その中でも語学教育には大きな相違が

あります。旧制高校や帝大ではヨーロッパ諸

国の技術や思想を取り入れるために、英・

独・仏が集中的に教えられたのに対し、高等

商業では英・独・仏以外に中国語、ロシア語、

オランダ語、スペイン語、マレー語などが開

講されていました。そもそもスペイン語教育

は高等商業学校に端を発しているのです。 

明治 25 年、一橋大学の前身、（東京）高

等商業学校で開講されたのが初めてです。

英・独・仏以外の外国語は、今日の外国語大

学につながる学校がその発祥ではないかと

思われがちですが、東京外国語学校（現東京

外国語大学）にスペイン語科が設置されたの

は明治 30 年、しかも、スペイン語科最初の

日本人教師は高等商業でスペイン語を学ん

だ人でした。スペイン語は、戦前の、いわゆ

る「内地」にあった官立商大・高等商業学校

13 校のうちじつに半数以上の、少なくとも 7

校で学ぶことができたのです。残念ながらこ

の 7 校に彦根高商は含まれておりませんが、

日本におけるスペイン語教育は高商なくし

ては発展がなかったかもしれません。 

今日の状況とは対照的に戦前、スペイン語

はまさに実学そのものでした。スペイン語を

公用語とする国々が大半を占める中南米は、

日本製品の市場として魅力的な場所として

映っていました。ヨーロッパ列強の争奪の場

と化していた中国大陸や、確固たる植民地と

なっていた東南アジアとは異なり、すでに 19

世紀初頭にスペインやポルトガルから独立

し、近代国家を形成しつつあった中南米諸国

は、ヨーロッパ列強の勢力が十全に及んでお

らず、日本も入り込む余地がある地域ととら

えられていたのです。そこに、移民を送り込

み、彼らを通して日本製品を現地の人々に認

知させ、市場化を目指したのです。また中南

米は市場としてのみならず、ゴムなどの天然

資源供給地としても期待されていました。中

南米との通商や彼の地への移民事業などの

実務を担ったのは、高商の卒業生たちでした。

スペイン語の知識がなければ、その仕事を果

たすことはできなかったでしょう。 

 

付記：本稿は、2010 年度滋賀大学教育研究

プロジェクトセンター「20世紀前期日本の高

等商業学校スタディーズ・プロジェクト」に

よる成果の一部です。 
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『環境負債会計論』 

著者：会計情報学科准教授 赤
あか

塚
つか

尚
なお

之
ゆき

 

収録：滋賀大学経済学部研究叢書 第46号、全240ページ 

概要：環境負債の定義の検討に始まり、環境負債の会計処理総論、各論の順で各種文献を渉猟

しながら検討し、環境負債の多くが該当する非金融負債の会計問題についてさらに検討

を行い、最終的に環境負債会計の枠組みを提示することを試みている。 

目次：第 1章   環境負債会計への挑戦 

第 2章   環境負債の定義と範囲 

第 3章   環境負債の識別・分類と伝統的な会計処理 

第 4章   環境修復負債 

第 4章補論 環境修復費用と減損損失の二重計算 

第 5章   資産除去債務 

     第 5 章補論 資産除去債務の原始認識に伴う借方側の会計処理 

第 6章   電気・電子機器廃棄物処理負債 

第 7章   環境保証債務 

第 8章   非金融負債としての環境負債 

第 9章   非金融負債の測定モデル 

第 10 章   環境負債会計のデザイン 

Keyword：環境負債、環境コスト、環境修復負債、スーパーファンド法、

WEEE 指令、資産除去債務、環境保証債務、引当金、偶発負債、

非金融負債、公正価値、信用リスク 

 

  

筆者は、学部生の頃より、地球環境問題に

関連する経済事象を、他の経済事象と同様に

貨幣額によって測定し、公表財務諸表に反映

すべき点にかねてから注目していました。環

境問題に関連する経済事象がいわゆる「簿記

上の取引」に該当するのであれば、それを公

表財務諸表に反映することは当然であると

考えられるからです。近年、このような観点

に基づく外部報告を目的とした環境会計の

領域は、「環境財務会計（environmental 

financial accounting）」とよばれるように

なっており、日本の会計学界においても認知

されつつある領域となっています。 

環境財務会計の論点は、究極的には、借方

側では環境コストの即時費用計上と資産計

上をめぐる問題、そして、貸方側では環境負

債の認識と測定をめぐる問題に収束します。

本書では、後者の環境負債の会計問題に焦点

を当てています。これは、①不確実性を有す

る負債項目の会計処理について、現在価値計

算を中心とした測定技法の向上を主な契機

として劇的な変化がみられ、環境負債につい

てもその正の恩恵を享受しうること、および

②環境負債という具体例の検討をつうじて、

負債会計全般に対して何らかの示唆をフィ

ードバックする可能性も十分にあると考え

られるためです。 

 環境負債会計という極めて限定的な文脈

にあっては、関連する会計情報をいかにして

拡充するかという点に主眼が置かれており、

より大きな枠組みの検討に際して、今まさに

生じている負債会計の進化を無条件で歓迎

する風潮も見受けます。そのようないわば下

心に基づいて結論ありきの本末転倒な議論

に終始してはならないということは、この領

域の研究を行ううえでの戒めであると受け

止めています。環境負債項目の会計のあり方

から導かれる結論と、他の種々の負債項目の

会計のあり方から導かれる結論との整合性

については、絶えず検証する必要があるでし

ょう。環境財務会計という領域で限定された

議論を展開すると、負債会計というより大き

な枠組みとのあいだに大きな齟齬を生む可

能性もあるからです。このことを念頭に置い

て、無用な拡大解釈（論理の飛躍）を導くこ

とがないよう、本書では慎重な検討を心がけ

ました。 

著者のつぶやき 

今週の著書紹介
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(1)座右の銘 

座右の銘は「人ヲ立テ、己に克チテ、節ヲ

曲ゲズ」です。人様には春風のごとく接して

争わず、烈日秋霜の気迫をもって己を律しな

がら、まっすぐに生きるという思いを込めて

作った言葉です。 

 

(2)学問に対する姿勢 

生涯を学問に託してから 40 年になります

が、その間心がけたのは「ラッキョウ学問の

徒」と指弾されないようにすることです。「ラ

ッキョウは皮ばかり。一枚一枚他人の説ばか

りで、これらをはぎとれば自分の説は何もな

い」のでは生きる甲斐がありません。凡才は

凡才なりにオンリーワンの学説を立てるべ

しという気概をもって研鑽を重ねてきまし

た。 

 

(3)現在の研究 

私の研究人生は「一本通して来たぞ」であ

ります。文字通り経済体制研究一筋です。も

っとも凡夫の悲しさ、これまでにやり遂げた

のはたったの三つしかありません。経済体制 

 

の比較に関す

る原理論の構

築、それを応

用 し た ロ シ

ア・東欧諸国

における社会

主義体制の崩

壊と体制移行

に関する研究、

そして「第三

の道論」の思

想史的研究で

す。現在取り

組んでいるの

は、未来に目を向けた理想のサード・ウェイ

（資本主義でもなく、社会主義でもない、人

間の顔をした経済社会体制）の設計です。調

教された市場経済・民主的な強い国家・アク

ティブな市民社会というトリアーデの思考

枠組をもって‘civitas humana’（人間の国）

をデッサンしています。「明窓浄机、焚香思

索」の毎日です。

                             

  

 

 

 

 

陵水会リレー講義 リーダーシップ論のご紹介（第 1回） 

 

 

先週号でお知らせいたしましたように、秋

学期に行われました陵水会リレー講義につ

いて、4 人の方の講義内容を簡潔にお知らせ

いたします。 

その第 1回目は、パナソニック電工インフ

ォメーションシステムズ（株）代表取締役社

長の前川一博氏（大 26）に登場いただきます。

10月7日に行われました講演のテーマは、「生

まれつきのリーダーはいない。リーダーシッ

プとは学びとるもの」でした。 

前川様から頂いた講義内容は右の通りで

す。                 

（文責 久保英也
く ぼ ひ で や

）

 

リスク研究センター通信 

教員紹介 「福田敏浩」 
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経済学科教授 福田
ふ く だ

敏
とし

浩
ひろ

組織を動かす為にはマネジメントとリ

ーダーシップの両方が要求される。「マネ

ジメント」とは現状に取り組む事。「リー

ダーシップ」とは変革に取り組む事。変化

のスピードが加速する今、真のリーダーが

求められている。言葉の本来の定義から考

えると「リーダーとは変化をリードする

者」。しかし「生まれつきのリーダー」は

殆ど存在しない。リーダーシップとは学び

とるべきものであり、学びとる事の出来る

ものであると考える。 

激動の今、どのような人材がリーダーと

して求められているのか、リーダーの役割

は何なのか等について講義した。 
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